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若者のモヤモヤを地域の社会人と協働で事業化する、社会教育プログラム。 

中高生対象プログラム「ワガママSDGs」の成果発表会を開催 
 

神戸を拠点に、個人の力と協働する力を高める教育プログラムを提供しているリベルタ学舎

（代表 湯川カナ）が、今年５月より中高生を対象に地域の企業とSDGsを考えるプログラム「ワ

ガママSDGs」（参加費無料）を実施、その成果発表会を12月に開催いたします。 

 

  
 

各プロトタイピングの様子。左から：「充電型ポータブルポケット」を作るべくテーラーに取材。全員でご飯を作る「だれでも食堂」。雨の日

にも快適に通学するためのモビリティを開発。 

 

 

 

【概要】 

・「自分の国の将来は良くなると思う」と思う若者が9.6%という現実の中、若者がビジョ

ンを描き、社会題発見・解決までを実践するプログラムをリベルタ学舎が企画、 

2021年5月より開始。 

・「雨の日がつらい」から通学に便利な乗り物を開発、依存じゃない進化系こども食堂

「だれでも食堂」など、自分たちの「ワガママ」を事業化することを目指し、地域の

企業や行政と協働でプロトタイピングで実施。 

・成果発表会を12月に開催予定、資金枠を決める審査員も全国からオンラインで参加。 

 

 

 

 

 



雨の日の登校がつらい、英語が嫌い、、、。自分たちの「ワガママ」の事業

化を目指し、プロトタイピングを実施。成果発表会を12月に開催。  

 

若者の、意欲・自制心・やり抜く力・社会性を地域の企業や行政の方々と協働で育成する社会教育プログラム

「ワガママSDGs」。集大成として、各々の「ワガママ」からスタートした事業を基金の審査員にプレゼンする 

発表会を12月に開催いたします。 

 

【「ワガママSDGs」成果発表会】 

日時：2021年12月18日（土）17：30～19：30 

場所：デザイン・クリエイティブセンター神戸  

    KIITO 3階 

    （兵庫県神戸市中央区小野浜町１−４ ） 

 

       

 

（上）進行中のプロトタイピング一覧。 

 

 

※全国から審査員がオンラインで参加。 

※発表会の取材や参加中高生へのインタビューもセッティング可能です。 

 

      
（上）2021年度の主なステイクホルダー 

 



 

実際のプロジェクトと参加した学生の声 

  

▶︎中高生のワガママを実現する居場所づくり：湯川友太さん（高校１年生） 

 

【経緯】 

ホームレス問題、性的少数者、障害者福祉など授業では調べ

て知識として知っていたけれど、そういう人たちに実際会っ

たことがない自分ってどうなんだろう？ってずっと思ってい

た。 

↓ 

そういう人たちと交流したい！ 

↓ 

同じような「ワガママ」を持っているメンバーたちと一緒に

「居場所」をつくるプロトタイピング 

↓ 

兵庫県神戸市長田区に部屋を借りて交流スペースを作りイベ

ントも開催。 

 

【コメント】 

「今までやってきた勉強とかディベート大会などは、資料を見て議論するだけで実際には何も体験していない

し、課外授業も体験は一回きり。でも今回の活動って、初めて会う学生たちと一緒に、大人の助けを借りなが

ら、自分たち自身で社会の中に「居場所」を作った。実際の社会の中で活動したんだなという実感がすごくあ

ります。たくさん勉強してきて、自分の知っている世界は結構広いと思っていたけど、狭かったんだなと感じ

るようになったかも。人がつながる場所を作ったけど、僕自身が人や地域と繋がれたのかもしれないなって思

います」 

 

▶︎高校生が考える、進化系こども食堂「誰でも食堂」：木下和香さん（高校２年生）、白川陽

路さん（高校２年生） 

 

【経緯】 

YouTube などで見た、世界の貧困。自分たちで救いたい！ 

↓ 

世界の人を救うって、缶詰を送ることなの？議論を重ね、

もっと身近な人たちに目を向けることに。 

↓ 

フードバンクなども考えたが、コーディネーターからの

「ただの依存になるのでは？」との問いかけに、お客さん

も含めて一緒に作る食堂ならいいのではないかと食堂をオ

ープンすることに。物件を貸してくれるところを探し、近

所のお寺に交渉し、カフェを借り、「だれでも食堂」を１

週間に一度、１ヶ月間オープン。 

 

【コメント】 

「実際にやってみると、みなさん誰かと話したいんだなと気がつきました。貧困を救いたいという最初のわがま

まとは離れてしまったのですが、求められてることはそっちだったんだなあと。参加して一番変わったのは、 

自分の考えや意見を言うようになったこともだけれど、それよりどうして自分はそう思うのか？を考えるように

なったことかも。いろんな学生や社会人のみなさんと話し合いながら進めていったからかもしれません」 

 

 

 



【社会教育プログラム「ワガママSDGs」とは】 

プログラムはSDGs、事業計画、編集、ITの講座からプロトタイピングまで。 
 

「不確実の時代」「予測不能の時代」と言われる現代。これからの未来は、当事者が自分で課題を発見し、解決

してより良くしていかなければならない時代です。 

 

しかし日本の18歳は、日本が良くなるとも思っていないにも関わらず、自分が国や社会を変えられるとも思って

いない現状が、日本財団の調査でも明らかになっています。 

 

これまで、学生や企業、行政と協働のプログ

ラムを実施してきたリベルタ学舎。中高生に

課題を発見する力と、協働する経験ができる

プログラム「ワガママSDGs」を2021年5月に

開始いたしました。 

  

プログラムは前半は事業計画からIT、編集を

プロから学び、夏休みからは企業・行政など

の社会人とチームを組成し、実践編として基

金を用いたプロトタイピングを行っていま

す。SDGsをただ学ぶのではなく、自分ごとと

して捉え、ワガママに考えてみる。そして社会人とチームで課題解決の実践まで挑戦。成果発表会では、自分た

ちの事業として資金提供者に発表します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



一般社団法人 リベルタ学舎について 
 

【所在地】神戸市中央区江戸町100番6F コミューン99 

 

【事業設立】事業開始 2013年3月  

     一般社団法人設立 2014年8月 

 

【事業内容】 

時代の転換期にあって、今後、主体的・自律的な生き方をしたい方に、「個人の力」と「協働する力」を

高める教育プログラムを提供。 

 

大きな特徴は、以下のふたつ。 

・参加者が自分自身への新たな気づきを得て個人の力を高め、かつ公（経済活動や社会活動）に参画し協

働するためのマインドとスキルを体得する、プログラム設計（リベルタ式・参画と協働のプログラ

ム）。 

・多様性を重視した学びの場の設計。 

 

 

代表 湯川カナについて 
 

【プロフィール】 

1973年、長崎出身。早稲田大学在学中、学生起業に参加。Yahoo! JAPAN創設メンバーに。2年後、数億円分

のストックオプション権を返上し、スペインへ移住。10年間フリーライターとして活動。帰国後、神戸に移

住。女性や若者の社会参画実現に向けて活動中。 

 

（参考情報） 

＜本＞ 『「他力資本主義」宣言ー脱・自己責任と連帯で、これからを生きていく』（徳間書店／内田樹氏

との対談つき）／＜プレゼンテーション＞ 『弱みを軸にした、強固なチーム作り』（TEDxKobe）／＜イン 

       タビュー＞ 『勝たなくても、幸せになる方法』（NewsPicks） 

 
 

＜本件に関する報道関係の方のお問い合わせ先＞ 

 

一般社団法人リベルタ学舎 

住所：神戸市中央区江戸町100番6F コミューン99 

オフィシャルサイト：www.lgaku.com   

ワガママSDGsオフィシャルサイト：https://wagamama-sdgs.com/ 

担当：加藤  電話: 078-599-9381  MAIL：info@lgaku.com 


